Ａ：上限100万円助成への申請
 (
〈記載例〉
) (
(様式
Ａ-
１)
)
2024年度活動計画書

２０２３年　　月　　日

公益財団法人　九電みらい財団　御中


募集要項を確認のうえ、以下の活動について助成を応募します。

 (
特定非営利活動法人・
NPO
法人等
団体
名を
正式に
記
載ください。
)１．団体概要
	団体名
	NPO法人 ＊＊

	代表者
	役職
	＊＊
	(ふりがな)
氏名
	 (
漢字誤り
のない
よう
記載ください。
)＊＊
＊＊

	団体
所在地
	住所
	〒＊＊
＊＊県＊＊市＊＊番

	
	電話番号
	 (
決定団体は、当社
HP
等情報公開を行います。
毎年団体名や漢字誤りが散見されます。
正しく記入をお願いします。
)＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊

	通知書等郵送先
※団体所在地と異なる場合
	〒




	ＵＲＬ
	ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
	＊＊

	
	ＳＮＳ等
	(Instagram）@＊＊
(Facebook) https: ＊＊
　　　　　又は「＊＊」で検索

	担当者１
	役職
	担当
	(ふりがな)
氏名
	＊＊

	[bookmark: _Hlk76652599]
	電話番号
	＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊
※常時連絡を取りやすい番号をお願いします。

	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	＊＊@＊＊＊
※添付ファイルを送受信できるアドレスをご記入ください。

	担当者２
	役職
	事務局長
	(ふりがな)
氏名
	＊＊
	
	


	
	電話番号
	＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊
※常時連絡を取りやすい番号をお願いします。

	
	ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ
	＊＊@＊＊＊
※添付ファイルを送受信できるアドレスをご記入ください。




２．応募活動概要
	活動名
（25字以内）
	森で学ぼう！＊＊＊の森での環境教育

	活動概要
（60字以内）
	森の中で、間伐や森林観察等の体験を通して、子どもたちに森の役割について学んでもらい、自然を大切にする心を育んでもらう。

	活動場所
	＊＊県　　　　　＊＊市・町・村
　可能でしたら地区名や拠点名等も記入ください。
 (
保護者含めた全体の
参加者数
を
記載
ください
。
) (
対象者は高校生以下の子どもです
)（　　　　　　　　　　　　　　＊＊の森　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	目標とする
参加者数
	 (
対象は高校生以下の子どもまでです
)300　　人　（再掲：対象者の人数　　　200　人）

	対象者の
年齢層
	小学4年生～6年生

	対象者の
募集方法
	・＊＊県内の小学校へチラシ配布
・HP・各種SNSでの情報発信

	活動期間
	　　2024年　5月　　＊日(予定）　から　　2025年　11月　　＊日

	助成申請金額
	　　　　　　　　　363,600　　円 　注：様式Ａ-２の合計と一致

	活動分野
	Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄのいずれかを選択し、〇をつけてください。
Ａ．山・川・海などの保全活動
Ｂ．自然の大切さを学ぶ活動
Ｃ．資源の大切さを学ぶエコ体験
Ｄ．その他の体験活動（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


３．応募活動詳細
	活動の目的

	※解決すべき「環境分野」の地域課題など
子どもたちの環境保全意識の啓発及び醸成
子どもたちを取り巻く社会環境が大きく変化し、自然に触れる機会が減少している中、九州の未来を「ずっと先まで明るくしたい」という思いのもと設立したNPO法人＊＊は、普段我々が保全活動をしている森にて、子どもたちが自然を体感しながら学ぶことができるイベントを実施。
講話と体験両方の活動を通して、子どもたちの環境保全意識を啓発し、将来の九州の環境保全に繋げることを目的としている。


 (
POINT
募集テーマは、「
子どもたちの自然を大切にする心を育む活動
」
です。
活動の目的が、当
助成
の目的に合致しているか
を
確認
します。
　
あくまでも一例で、記載方法は自由です。
)








	活動内容
	※子どもたちがどのような活動に取り組むかなどを具体的に記入ください。
活動内容は、1回のプログラムにつき、以下の通り実施予定。

1 森の講話（40分）
最初に、クイズや質問を入れた授業形式で、地球温暖化の現状や森の役割等について学ぶ機会を設け、次に行う体験活動への理解を深める。また、森の役割（水を貯える）を確認するための土壌実験も行い、実際に目で見て役割を学んでもらう。
2 林業体験（60～90分）
森を適切に管理するために必要な「植樹」や「間伐」を体験する。
「植樹」体験では、一人一本ヒノキの苗を植えてもらう。間伐はのこぎりを使用し10人グループで1つの木を切り倒す。実際に体を使って体験することで、自然環境保全の大変さ・意義を感じてもらう。
3 木工教室（60～90分）
間伐材を使用した鉛筆や黒板を、カッターやニスを使用して作成する。森の間伐材に直接触れ、楽しみながら作業することによって、木に親しみを持ってもらう。
4 森林観察（60～90分）
森の中を散策しながら、生物多様性や木の生長について学ぶ。道中で出会う植物や動物について解説し、五感を使って自然を感じてもらう。観察を通して、自然への関心を高めることを目的とする。

上記4つの活動を1回のプログラムとし、最後に振り返りの講話を実施。
「自然を守るためには何ができるか？」を考えてもらい、終了とする。
 (
POINT
活動内容を
具体的
に記入ください。
活動の実現性、
実現に向けた明確性と効果を
確認
します。
あくまでも一例で、記載方法は自由です。
)







	2024年度
活動
スケジュール
	活動月
	内　容
	目標とする
子どもの
参加者数

	
	　　　5月
	＊＊森での環境教育（植樹編）
	100人

	
	　　　11月
	　　＊＊森での環境教育（間伐編）
	100人

	
	　　　　月
	
	人

	
	　　　　月
	 (
具体的な活動スケジュールを記載ください
)
	人

	
	　　　　月
	
	人

	
	　　　　月
	
	人

	活動場所の
選定理由
	・森や美しい自然に囲まれており、子どもたちの体験活動に適している為
・団体の活動エリアに近く、効率的に運営ができる為

	目標とする
成果
	※活動による直接的な成果目標を具体的にご記入ください。
・参加した子どもたちが、活動後に自然を大切にするための行動を心掛けるようになる。（例：節電・ゴミを拾う等）
・アンケートを実施し、対象者の環境意識向上率90％以上を目標とする。

	助成終了後の　活動予定
	※助成終了２～３年後を目安に、どのような活動に取組む予定かを簡潔に記入してください。
・活動終了後も継続して、活動フィールドを使用した環境体験プログラムを開催し、子どもたちの環境意識醸成に繋げたい。
・各種SNSを通じた情報発信

	情報発信
	※どのような活動ＰＲを実施予定か具体的に記入してください。
・HP・各種SNS等での活動PR・活動報告
・町内の回覧板にて周知
・募集チラシを作成・近隣小学校へ配布



 (
原則、設立から
1
年以上が条件です。
)４．団体情報
	設立年月日
(西暦)
	＊＊年　＊月　＊日
	法人格取得
年月日(西暦)
	＊年　　＊月　＊日

	団体の目的
	 (
団体の目的・現在行っている
主な活動・地域を記載ください。
)

	主な活動内容
（上位３つ）
	・
・
・

	主な活動地域
	

	事務局職員
	　　　＊人（うち常勤の職員数　　　＊人、非常勤　　　　＊人）

	会員数
	　　　　　＊人（会費計　　　　＊円／年）

	団体の
財政規模※
	2022年度
決算
	経常収入
	＊円
	経常支出
	＊円

	
	2023年度
予算
	経常収入
	＊円
	経常支出
	＊円

	これまでの
主な事業内容
(２事業程度)
・企業や行政との協働の実績
・その他（他の助成事業による実績等）
	期 間
	事業名
	内　　　容
（委託・補助の別、協働の相手方を明記）

	
	
	
	

	
	
	 (
これまでの主な事業内容を記載ください
)
	

	
	
	
	


※添付書類（2023年度の事業計画書・収支予算書、2022年度の収支報告等）によりご記入ください。
※各項目の大きさは、文字数に応じて調整していただいて結構ですが、様式Ａ-１は『Ａ４サイズ片面４ページ以内』に収めてください。
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